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Business Management in the Developing Economies（IDE,１９８６）.
National Development Policies and the Business Sector in the Philippines（IDE,
１９８８）.
The Chinese-Filipino Business Families under the Marcos Government（IDE,
１９９５）.
Overseas Investment by Asian Business Groups（IDE,１９９７）.









































‘The Ayala Group during the Aquino Period: Diversification along with a
Changing Ownership and Management Structure’, Developing Economies
（Dec.,１９９３）.
社会的ニーズに応じた時局解説リポートなど
「取り巻き優先主義が裏目―マルコス流財閥操縦法の実態」（『世界週報』
１９８６・２・２５）。（ただし，本稿はマニラ赴任直前であったため小曽根治の
ペンネームで執筆）。
「アキノ政権下，旧財閥復活旧ピッチ」（『THIS IS読売』１９８６・７）。
１９８６～８８のフィリピン滞在中，フィリピン日本人商工会議所『所報』に日
系企業１１社のインタビュー記事連載など。
「選挙に見たフィリピン―政財界の構図」（『アジ研ニュース』１９９２・２）。
「フィリピンの選挙と財閥」（『国際金融』１９９２・８・１５）。
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「政権交代と直結する財閥の栄枯盛衰」（『世界週報』１９９２・９・１５）。
「特集：アジアの華人系企業グループ：フィリピン」（『アジ研ニュース』
１９９４・１１）。
「華人系企業グループの対フィリピン投資」（『アジア・トレンド』１９９４・１２）。
「２１世紀に向かうフィリピンの華人財閥」（『アジ研ワールド・トレンド』
１９９６・１１）。
バンコク日本人商工会議所編『タイ国経済概況 １９９６／９７年版』第１４章「地
域経済交流」執筆。
「タイ財閥の海外投資（上・下）」；「情報産業に託すマレーシアの国輿し」；
「タイ経済再生のシナリオに向けて」（バンコク日本人商工会議所編『所
報』１９９７―２・６・７・９）。その他，タイ滞在中に日本人向け週刊新聞
『タイ経済』に寄稿。
「並大抵でない経済再生への道のり」（『世界週報』１９９８・２・２４）。
その他：企業等への情報サービス提供
 アジア経済研究所等での各種講演会・シンポジアム講師。
 JICA・民間企業の海外赴任者への「現地経済事情」解説など。
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